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地質技術伝承講演会のご案内 (平成 23 年度) 

拝啓 早春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は関東地質調査業協会の活動にご支援ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、関東地質調査業協会では、本年も現場技術伝承の企画として、別紙ポスターのとおり

一般社団法人日本地質学会関東支部と共催により、地質技術伝承講演会「地質技師長が語る地

質工学余話」を開催することとしました。 

つきましては、お忙しいなかではありますが、関東協会会員の多数のご参加を頂きたくご案

内申し上げます。なお、この講演会の聴講修了者は CPD 2 単位取得となります。 

 

記 

 

主 催： 関東地質調査業協 会，一般社団法人日本地質学会 関東支部 

日 時： 平成２３年 ４月２４日(日) １４:００ ～ １６:００ 

会 場： 大田区産業プラザ （東京都大田区蒲田 1-20-20） 

テーマ： 『トンネル事前調査の課題と物理探査』 

講 師： 三 木  茂 氏 （基礎地盤コンサルタンツ株式会社） 

定 員： ８０名 

参加費： 無 料 

申し込み方法： 1）ジオスクーリングネットジオスクーリングネットジオスクーリングネットジオスクーリングネット(GEO-Schooling net)による登録。 

https://www.geo-schooling.jp/  

※「土質・地質技術者のための生涯学習ネット」 

2）FAX FAX FAX FAX または eeee----mailmailmailmail    

    ※ 氏名、会社名及び連絡先 e-mail または TEL をご連絡下さい。 

FAX： ０３-３２５６－０８５８ (関東地質調査業協会 宛て) 

e-mail： webinfo@kanto-geo.or.jp （担当：岩 崎） 

 

以上 



 

― 会 場 案 内 図 ― 

 

講演会： 平成 23 年度「地質技術伝承講演会 －地質技師長が語る地質工学余話－」 

日 時： 平成２３年 ４月２４日(日) １４:００～１６:００ 

会 場： 大田区産業プラザ 特別会議室 （大田区蒲田 1-20-20 TEL 03-3733-6600） 

 

 

 

 

●●●●京浜急行京浜急行京浜急行京浜急行「「「「京急蒲田京急蒲田京急蒲田京急蒲田」」」」駅駅駅駅よりよりよりより徒歩約徒歩約徒歩約徒歩約 3333 分分分分    

1.京急蒲田駅で降り、東口改札を出て右の階段で地上へ上がります。 

2.正面の道路（国道 1号線、通称：第一京浜）を、右側（川崎方面）に向かって歩き、京浜急行空港線の踏切を渡ります。 

3.一つ目の信号（「京急蒲田駅前」交差点）を渡った正面の建物です。  

 ◆東京駅から 

  東京駅（JR）－ 品川駅（京浜急行本線）－ 京急蒲田駅 

    ◆品川駅から最短 7分 

  品川駅（京浜急行本線）－ 京急蒲田駅 

 

●JR●JR●JR●JR 京浜東北線京浜東北線京浜東北線京浜東北線、、、、東急池上東急池上東急池上東急池上・・・・多摩川線多摩川線多摩川線多摩川線「「「「蒲田蒲田蒲田蒲田」」」」駅駅駅駅よりよりよりより徒歩約徒歩約徒歩約徒歩約 13131313 分分分分    

1.蒲田駅東口に降り、駅前コンコースを右方向に（三菱東京 UFJ 銀行の方へ）歩きます。 

2.一つ目の信号（「蒲田駅東口」交差点）を三井住友銀行側へ渡ります。 

3.しばらく道なりに歩きます。（途中右手に高いビル「ニッセイ・アロマ・スクエア」があります。） 

4.京浜急行本線を越えてすぐの信号（「京急蒲田駅前」交差点）で、道路（国道 1号線、通称：第一京浜）を渡った正

面の建物です。  

 

 

会場： 

大田区産業プラザ 



平成２３年３月 

地質技術伝承講演会地質技術伝承講演会地質技術伝承講演会地質技術伝承講演会    
地質地質地質地質技師長技師長技師長技師長がががが語語語語るるるる地質工学余話地質工学余話地質工学余話地質工学余話    

主催 一般社団法人日本地質学会 関東支部 

主催 （社）全国地質調査業協会連合会 関東地質調査業協会 
 

今回は山岳トンネルにおける事前調査の課題と物理探査をテーマに、講演して頂きます。 

記 

平成２３年４月２４日（日）14:00～16:00 

場所  大田区産業プラザ特別会議室（大田区蒲田１-20-20） 

    参加費参加費参加費参加費    無料無料無料無料（（（（会員会員会員会員，，，，一般共一般共一般共一般共））））    

講師講師講師講師        三木三木三木三木    茂茂茂茂    氏氏氏氏    （（（（基礎地盤基礎地盤基礎地盤基礎地盤コンサルタンツコンサルタンツコンサルタンツコンサルタンツ株式会社株式会社株式会社株式会社））））    
 

 

 

 

 

講演要旨講演要旨講演要旨講演要旨    
    

山岳トンネルにおける事前地質調査では，

地山状況を把握するために弾性波探査（屈折

法）を中心とする物理探査が用いられている．

ところが，物理探査を含めた地質調査から推

定した地山状況が施工時に確認された地山

状況と一致しないことがしばしば報告され

てきた． 一方，トンネル事前調査の新しい

技術として，1990 年頃から 2 次元比抵抗

探査が，2000 年頃から弾性波探査トモグラ

フィ法解析が適用され始めた．しかし，今な

お問題点や事前地質調査の精度が論じ続け

られている． 

 

トンネル事前調査においては，物理探査が

重要であるが，地質技術者の物理探査への関

心の希薄化や，物理探査の機械的な適用の懸

念がある．物理探査技術を効果的に使うため

には，探査技術の概要，実績，適用性，限界

などを地質技術者と物理探査技術者間で共

有しておくことが重要である． 

 

講演では，トンネル事前地質調査の問題点

を示す事例を紹介するとともに，施工実績に

基づく弾性波探査ハギトリ法とトモグラフ

ィ法の評価を示す．また，代表的な物理探査

手法として弾性波探査と 2 次元比抵抗探査

の計画と留意点について言及したい． 

本講演では，最近，トンネル事前調査で用

いられている代表的な探査技術の実態を示

すことで，物理探査技術への理解を得たいと

考えている． 

 

 

 

トンネル事前調査の課題と物理探査 

講師 三木 茂 氏  

現職：基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

保全・防災センター物理探査部 部長 

博士（工学），技術士（応用理学部門-地質） 

 

略歴 昭和 55 年 大阪市立大学理学部地学科 卒業 

昭和 57 年 大阪市立大学理学研究科 

前期博士課程地質学専攻 修了 

昭和 58 年 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

入社 

平成 16 年 博士（工学）山口大学 

 現在に至る 

 

F:断層 
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比抵抗２次元探査結果 

 ハギトリ法解析結果 トモグラフィ法解析結果 

弾性波探査トモグラフィ法解析結果と比抵抗２次元探査解析結果の例 

弾性波探査ハギトリ法解析結果とトモグラフィ法解析結果から推定（推定）したトン

ネル切羽の状態と実際の切羽観察記録（観測）の比較 


